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地学の中でも鉱床学の分野はこれに興味を持つ人にとっては身近かに適当な本があまりなく条件が

〉のが現状である O 園内では、古くは渡辺武男編「鉱床学の進歩J(富山房)や瀧本清著「新版@鉱

床地学J(ラティス干のあるいは V寸@スミノレノブ著「新版@鉱床地質学J(ラティス刊)等が出版さ

れている O スミルノフ氏のは、ソ連や東ヨーロッパ諸国の鉱床地質の実態、が細かく述べられている O

しかし、いずれも程度が高く、入門書とは言えない。そこで、外国のもので何かわかりやすいもの

がないかを捜したところ、幸いイギリスで学生向きに出版されたものがあることがわかり取りょせた

のが、表題の本である O この本は鉱床学をはじめて学ぶ者にとっては、適当のものであると思う O

英文であるが、文法的にはやさしくわかりやすい。地学英語研究会編の「地学英語Jを辞書がわりに

使えば専門用語についても問題なく訳せる O 入手にさいしては、少し大きし

門の通信販売をしている所(例カンダブックトレーディング)を利用するとか、あるいは上京の際日

本橋の丸善あたりに注文すればよい。内容について少しふれてみると、ま

かれ、 Part1に鉱床学の一般的な事が多く書かれている O 鉱石、脈石、及

らはじまり、鉱床の主要な型の性質と形態、についてくわしく書かれている O また、鉱石と脈右

鉱物の組織と構造警流体包有物事母岩の変質についても著者のするどい洞察がうかがわれる。特に

による起源と内部プロセスによる起源宇ペグマタイト

また地球化学的

ら

ユし、

Part 2以後の

述べ、 ノレミニウム、チタ いザア、 シウム

モリブデン、タンタル、パナジ

イルシエール、オイルサンド、

ノレコニウム、ベワリウム等がく

ッニ

さノレ、コパルト、クロム、マンガン、タン

ている O

は、ウラン、 トリウム、セシウム、ノレピジウム、

るO その{也、電子工業原料のカドミウム、

しく し〉

ガリウム、

ノマリウム、ストロン

コウ、

ヒ索、シリコン、テルノレ、セレン、ゲルマニウム、

リン、ワチウム、カリウム、アンチモン、ビスマス、

ド口マイト、

ダイヤモンド、ザクロ

3はまとめとして、いる O

いる O
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